
ＶＧ槻輪だより 会報第54号 

号                                       １ 

号                                      １   
                                    

【
松
花
堂
庭
園
】 

洛
南
の
名
勝
「
松
花
堂
庭
園
」

は
、
江
戸
時
代
初
期
に
「
寛
永

の
三
筆
」
と
称
し
た 

松
花
堂
昭

乗
ゆ
か
り
の
地
で
す
。 

松
花
堂
昭
乗
は
近
衛
応
山

公
・
本
阿
弥
光
悦
と
共
に
、
寛

永
の
三
筆
と
評
さ
れ
た
書
の
名

人
、
書
画
・
茶
道
・
作
庭
な
ど

に
通
じ
た
文
人
で
、
石
清
水
八

幡
宮
の
学
僧
で
あ
り
ま
し
た
。 

松
花
堂
昭
乗
の
草
庵
・
松
花

堂
を
中
心
に
、
石
清
水
の
泉
殿

客
殿
・
庭
園
を
併
せ
、
明
治
24

年
現
在
の
地
に
移
築
、
現
在
京

都
府
八
幡
市
の
管
理
下
に
あ
る

洛
南
の
名
庭
園
で
す
。 

庭
園
は
お
よ
そ22,000

㎡

で
、
内
園
と
外
園
と
に
分
か
れ
、

内
園
に
は
松
花
堂
庭
園
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
草
庵
茶
室
「
松

花
堂
」
や
「
旧
泉
坊
書
院
」
等

が
あ
り
、
苔
庭
や
枯
山
水
の
築

山
で
囲
ま
れ
た
露
地
庭
園
は
、

国
の
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
、
京

都
府
の
文
化
財
指
定
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。 

外
園
は
、
小
堀
遠
州
が
建
て

た
茶
室
を
再
現
し
た
「
閑
雲
軒
」

や
千
宗
旦
好
み
の
茶
室
な
ど
を

持
つ
茶
の
庭
園
と
し
て
も
有
名

で
す
。 

こ
の
計
画
に
当
た
っ
て
は
、

八
幡
市
立
松
花
堂
庭
園
・
松
花

堂
美
術
館
の
副
館
長
さ
ん
や
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
の
貴
重
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。   

  

歌
人
で
劇
作
家
の
吉
井
勇
は
、

松
花
堂
で
谷
崎
潤
一
郎
や
志
賀

直
哉
、
梅
原
龍
三
郎
な
ど
と
親

交
を
深
め
た
と
の
こ
と
か
ら
、

庭
園
の
入
り
口
に
歌
碑
が
有
り

ま
す
。 

 
 

竹 

松
花
堂
庭
園
に
は
、
多
く
の

種
類
の
竹
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
中
の
竹
や
笹
が
植
え

て
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
園
に
植
栽
さ
れ
た
竹
・
笹

は
30
種
以
上
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
竹
・
笹
に
は
名
称
・
学

名
な
ど
を
併
記
な
ど
し
た
立
て

札
が
立
て
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。 

金
明
孟

宗
竹
は

大
変
珍

し
い
竹

で
、突
然

変
異
で

出
来
た

竹
で
大
分
県
の
指
定
の
天
然

記
念
物
で
す
。
そ
の
他
、
キ
ッ

コ
ウ
チ
ク
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
、

ト
ウ
チ
ク
、
ハ
チ
ク
、・
・
・

な
ど
竹
と
笹
の
違
い
な
ど
の

説
明
も
受
け
ま
し
た 

 
 

茶
室 

庭
園
に
は
昭
乗
ゆ
か
り
の
３

つ
の
茶
室
（
松
隠
・
竹
隠
・
梅

隠
）
が
あ
り
ま
す
。 

茶
室
の
雨
樋
は
竹
で
作
っ
て

あ
り
風
情
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

竹
垣 

松
花
堂
庭
園
に
は
、
日
本
庭

園
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
代

表
的
な
竹
垣
を
全
て
見
る
こ

と
が
出
来
る
と
の
こ
と
で
す
。

各
竹
垣

に
は
目

板
が
有

り
ま
し

た
。 

竹
枝
穂

垣
（
梅

隠
を
か

こ
む
）、
建
仁
寺
垣
（
梅
隠
）、

御
簾
垣
（
美
術
館
別
館
前
）、

昭
乗
垣
（
内
苑
・
女
郎
花
塚
を

つ
な
ぐ
道
）
等
々
。    

 
 

水
琴
窟 

水
琴
窟
は
最
初
か
ら
音
を

楽
し
む
た
め
の
装
置
と
し
て
、

江
戸
か
ら
造
ら
れ
た
庭
師
の

技
術
の
粋
を
集
め
た
物
で
す
。 

中
の
音
が
よ
く
聞
こ
え
る
よ

う
に
竹
が
刺
し
て
あ
り
ま
す
。 

松
花
堂
庭
園
で
本
物
の
音
を

楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 

女
郎
花
塚 

松
花
堂
庭
園
の
西
隅
に
あ

る
小
さ

な
五
輪

石
塔
の

女
郎
花

塚
が
あ

り
ま
す
。 

長
年
の

風
雨
に

さ
ら
さ
れ
、
丸
味
を
お
び
た
石

塔
か
ら
、
叶
わ
ぬ
恋
の
悲
し
み

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

塚
の
前
に
は
、
小
さ
な
女
郎
花

の
花
畑
が
あ
り
、
秋
に
、
黄
色

い
清
楚
な
花 

が
咲
き
ま
す
。 

松
花
堂
庭
園
が
あ
る
場
所
は
、

八
幡
市
女
郎
花
４３
で
地
名
と

し
て
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

椿 

京
都
府
八
幡
市
は
、
市
の
花

木
と
し
て
椿
を
選
定
し
て
い

ま
す
。
な
ぜ
八
幡
市
が
椿
を
市

の
花
木
に
し
た
の
か
、
市
内
に

は
多
種
多
様
な
椿
の
名
木
が

多
数
あ
る
こ
と
や
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
来
場
が
あ
る
「
松
花

堂
つ
ば
き
展
」
の
毎
春
の
開
催

な
ど
で
、
市
議
会
に
「
椿
を
八

幡
市
の
『
花
木
』
と
す
る
請
願

書
」
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
市

制
施
行
25

周
年
を
記
念
し
、

「
市
の
花
木
」
と
し
て
制
定
さ

れ
ま
し
た
。    

松
花
堂 

松
花
堂
は
、
松
花
堂
昭
乗
が
、

江
戸
時
代
初
期
（1637

年
）、

石
清
水
八
幡
宮
参
道
近
く
に

か
ま
え
た
、
草
庵
茶
室
兼
持
仏

堂
で
す
。 

 

明
治
初
期
の
神
仏
分
離
で

移
築
さ
れ
た
、
茅
葺
宝
形
造
の

小
さ
な
草
庵
で
、
２
畳
の
間
に

付
随
し
て
、
か
ま
ど
や
水
屋
が

あ
り
、
床
や
仏
壇
、
炉
を
切
っ

た
袋
棚
も
あ
り
ま
す
。 

 

日
照
と
鳳
凰
の
天
上
画
が

あ
り
、
そ
の
周
囲
に
庭
石
や
灯

篭
を
配
し
、
見
事
な
苔
庭
が
構

築
さ
れ
て
い
ま
す
。 

建
物
と
し
て
は
、
国
宝
級
だ
そ

う
で
す
。 松

花
堂
弁
当   

も
と
は
と
い
え
ば
、
松
花
堂

昭
乗
の
使
っ
て
い
た
物
入
れ

(

箱)

で
し
た
。
昭
乗
は
近
在
の

農
家
が
作
物
の
種
入
れ
な
ど

に
使
っ
て
い
た
、
田
の
字
の
形

に
仕
切
っ
た
物
入
れ
に
、
絵
の

具
箱
、
茶
会
の
た
ば
こ
盆
な
ど

と
し
て
、
色
々
な
用
途
に
利
用

し
て
い
ま
し
た
。 

料
亭
「
吉
兆
」
の
創
始
者
が

八
幡
を
訪
れ
た
際
、
昭
乗
遺
愛

の
四
つ
切
箱
を
見
て
、
試
行
錯

誤
の
う
え
懐
石
料
理
を
盛
り

付
け
、
弁
当
と
し
て
世
に
広
め

た
の
が
「
松
花
堂
弁
当
」
の
始

ま
り
で
す
。    
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わ
が
ま
ち
紹
介 

寛
永
の
文
化
サ
ロ
ン
松
花
堂
庭
園
：
八
幡
市 

４月度行事予定 
"高槻の歴史を今に伝える地域：安満地区" 

月 日；平成２１年４月９日（木）１０：３０ 
集合場所 ；磐手公民館 
順 路；JR高槻南→磐手校前下車→磐手公民館→桧尾川→磐手杜神社 
そ の 他；１）一般参加者も歓迎します。2）昼食持参でお願いします。 

3）磐手杜神社では宮司さんに説明をして頂きます。 
4）名札はお持ち下さい。 詳細は別途配布します。 

4月度行事予定 
たかつき春の市（フリーマーケット） 

月 日；平成21年４月25日（土）8：30～ 

集合場所；市役所東入口前  

   スタッフ支援・フリーマーケット出店 
出品並びに全会員の御参加をお願いします。 

 


